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五
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第

六
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発
rJ
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歴

聴

概

説

(
g
p

)

藤

田

元

春

用
.
方

形

走

方
形
造
W
は
正
方
形

のブ
ラ

ン
の
上
に
立

つ
屋
根
で
其
全
焼
が
四
角
錐
に
な
る
､
こ
れ
は
重
に
棚
閥
に
用
む
ら
る
､京

都
府
宇
治
郡
醍
醐
村
日
野
法
鼎
寺
本
堂
ご
か
浦
島
腫
石
地
郡
内
郷
射

り阿
弼
堂
な
'.M
が
そ
れ
で
あ
る
.
前
者
は
柏
皮

革
で
後
者
は
茅
欝
で
あ
る
'
京
都
の
金
閣
'
銀
閣
等
も
基
の
上
屋
は
や
は
-
方
形
で
前
者
は
少
し
そ
-
や
ね
菊
鹿

の

カ

ー
ブ
が
あ
る
.
何
れ
も
柿
葺
で
優
美
な
室
町
仲
代
建
築
の
精
華
で
あ
る
が
.
何
に
し
て
も
こ
の
風
の
屋
根
を
も
つ

民
家
は
な
い
､
宇
治
町
字
白
川

の山
中
に
白
山
碑
酢
拝
殿
が
あ
る
二

二
間
三
面
の
堂
で
屋
根
は
茅
葺
の
四
角
錐
で
あ

る
が
.
棟
は
方
形
造
山
や
-
に
頂
上
に
.拘
角
な
管
珪
霧
英
が
嵩
-
て
'
民
家

の鰹
木
風
の
も
の
が
三
っ
の
せ
て
あ
る

故
に
四
阿
.yJ
も
い

へ
る
P
蓋
し
方
形
亡
凹
阿
4,)
の
中
間
に
位
す
る
も
の
で
あ
ら
う
P
狩
こ
の
頻
は
京
都
府
船
井
郡
高

原
村
下
山
山
大
痛
光
寺

の本
堂
に
も
あ
る
'
五
聞
五
両

の鑑
方
形

聖
フ
ラ

ン
の
土
に
立

っ
て
.
頂
上
露
盤
の
か
は

-

に
同
じ
-
茅
茸
の
針
目
覆
が
の
つ
て
ゐ
る
P
之
を
要
す
る
に
方
形
は
'
神
政
俳
閣
も
し
-
は
革
の
類
に
於
て
稀
に
見

る
も
S
で
'
欝
は
こ
S
つ
ぎ
の
四
阿
の
陸
標
で
あ
る
｡



五
､
四

阿

議

枚
遣
ご
も
囲
阿
'
四
注
叉
は
あ
づ
ま
や

Jヾ
も
い
ふ
p
方
形
が
正
方
形
の
音

義

つ

の
に
,
こ
れ
は
方
形
又
は
矩
形

の
ブ
ラ
ン
の
上
に
立

っ
て
棟
が
方
形
の
ぎ

｣
-
に

7
鮎
に
集
中
し
な
い
で
長
い

1
の
大
椀
ミ

短
い
四
つ
の
隅
棟
亡

が
出
凍
る
瑚
倉
で
あ
る
.
こ
の
こ
と
を
朱
子
文
盛
に
は

殿
立
間
.
立
野

中
三
問
虜
二
.i
棟
姦

指
二
乗
酉
高

二
曲
率

分
兼
高

棟
由

指
歯

隅

毎

阿
也

ご

あ

る

.

即
大
棟
三
間
が
兼
酉
に
引
か
れ
'
其
左
右

3.両
端
か
ら
分
れ
て
隅

へ
隅
棟
が
四
方

へ
下
る
か
ら
四
阿
四
注

I/J
L･言

p
薄
土
で
は
周
代
の
明
堂
な
る
も
の
を
四
阿
亜
讐

｣
い
っ
て
除
程
重
い
建
築
で
あ

-1
･
現
に
北
京
紫
寮
城
内

の
正
殿
琴

品

和
殿
は
そ
,31形
で
あ
る
?
我
観
で
も
叫
阿
は
宮
殿
で
あ
る
,
家
屋
難
考
に

四
阿
p
和
名
抄
に
庸
争

ぜ
ひ
き
て
'
宮
殿
皆
粥
阿
和
名
阿
真

鵜
誓

｣
見

.e
･
附
は
賓
の
事
に
て
,
四
隅

へ
角
木
を

宜
し
.
揮
鼠
を
入
れ
で

棺
皮
を
ふ
き
釦

に
し
た
る
形
や

之
を
東
屋
造
･,JJ
い
ふ
p
轡

O
に
古
代
は
内
裏
の
諸
殿

を
は
じ
め
二
偽
薯
の
家
々
皆
此
家
造
な
れ
ば
此
軍

で
さ
し
て
宮
殿
造
亡
も
父
は
糾
朋
造
昼

,M
J
も
い
へ
-
,
償
説

に
こ
は
も
4,,j
東
園

の屋
作
を
移
さ
れ
た
る
故

の名
に
て
･
即
ち
東
屋
の
菰
也

｣ヾ
い
へ
.I,/
J

も
信
じ
が
た
し
･

.,J
あ
る
.
太
軍
記
の
如

∽聾
に
も
･
充
よ
-
渡
整

然
の
屋
作
に
は
破
風
を
た
て
す
四
阿
遣
り
に
す
る
だ
か
や
だ
あ
る

が
掠
氏
の
武
士
三
乗
轡

産

む
も
の
が
撃

品

家
竜
に
L
r

,)
し
て
も
そ
れ
が
こ
S
t東
屋

の起
原
で
も
な
け
れ
ば
勿

論
衆
陶
に
限

っ
た
凧
で
な
い
こ
E
は
明
で
あ
も

甲

豪

犀
雑
考
の
寝
殿
傘
閲
に
よ
れ
ば
･
正
面
の
蓋
膜

のみ
は
四

屈

根

岨

硯

塁

五
九



地

球

餌
茄
懇

菰
山ハ
鍋

等

1

六

〇

阿
で
あ
る
.
偲
馬
燕
に
も

あ
つ
ま
や
の
ま
や
切
あ
ま
-
の
耐
そ
ゝ
ぎ
我
立
ち
ぬ
れ
ぬ
基
戸
聞
か
せ

漁
民
紅
葉
鶴
に

人
妻
は
あ
な
煩
は
し
め
つ
ま
や
の
ま
や
の
あ
ま
-
も
な
れ
し
･JJ
そ
恩
ふ

な
.r
l
あ
っ
て
､
あ
づ
ま
や
の
ま
や

)ヾ
盛
語
に
用
ひ
て
歌
-
程
の
古
い
語
で
あ
る
.
必
L
も
来
観

初凪
で
な
い
O
奈

良
朝
仲
代

,S古
建
築
で
有
名
な
大
寺
は
本
堂
が
す

べ
て
こ
り
四
岡
で
あ
る
.
天
申
管
寧
三
年
唐
侶
鋸
風
損
創
立
し
た

天
中
崎
代
最
大

の
伽
藍
で
あ
る
唐
招
提
寺
の
金
堂
､
さ
て
は
大
和
督
励
寺
の
金
堂
'
京
都
太
秦

∽贋
隆
寺
講
堂
の
如

き
す
べ
て
こ
れ
で
あ
る
'
下
っ
て
京
都
宇
治
年
等
抗
い
観
音
堂
､
奈
良
市
極
楽
院
.
法
泣

叫
不
退
寺
本
堂
.
秋
篠
寺

の
本
堂
､
何
れ
も
帝
別
保
護
の
幾
造
物
た
る
天
草
時
代
切
古
建
造
物
に
其
例
が
多
-
7
倍
本
義
茸

の
囲
阿
で
あ
る
｡

茅
茸

SJ
四
阿
も
亦
基
櫛
が
多
い
｡
長
野
賑
更
科
郡
上
山
川
射
智
謁
等
本
草

で
は
じ
め
､

山
形
棟
兼
相
川
郡
芋
向
村
黄

金
堂
は
共
に
威
倉
仲
代
勘
も

3.で
あ
る
が
四
荘

禦
費
葺
で
あ
わ
'
接
木
膜
芳
蛮
郡
益
子
町
下
火
羽
阿
滞
陀
寺
本
堂
ち

室
町
時
代
に
出
雄
鳥
茅
貰

い
そ
れ
で
あ
る
'
蘭
島
楯
刑
田
郡
脚
常
射
蛮
師
堂
も
同
伯
代

言
そ
れ
だ
p
兼
観
に
は
茅
茸

の
田
岡
で
鎌
倉
室
町
rり
両
時
代
に
か
け
て
出
魂
た
も
の
が
多
い
か
ら
'
や
は
ゎ
東
屋
造
-
は
基
頃

,3JT,J兼
粗
動
風
ら
し

い
が
'
愛
媛
螺
周
桑
郡
捧
ES
射
出
典
隆
寺
本
堂
も
欝
形
に
近
い
室
町
時
代
い
由

注
の
茅
茸

だ
から
'
必
L
も
楽
観
ご

は
限
ら
な
い
｡
雄
代

の番
線
石
葬
堂
山
や
抜
上
蹄
の
轟
を
見
る
ヾ
-
四
阿

∽堂
が
多
い
蓋
し
支
那
で
は
藩
政
の
頃
に
阿



■ 入 幕

鴨

欝

京

城

の
農

事

河
の
官
員
鼠
の
も
の
が
事

か

を
見
る
と
又
こ
の

ヂ

の
鶴
野
し
た
蝉

る
支
姉
や
軸
蝉
の

に
大
抵
入
母
屋
で

ふ

?
｡
計

算
告

ぎ

育

9
各

針
を

t
lJ;
L:
Jl

.
1■_■JL.一l
JL.I
.
I
.I

打
の
島
で
あ
る
｡
低
量

[
悪

_

も
胃
胃
で
な
-

て
最

{
山
芳

芙

寺
臥

･':
I.
｢
嘗

Tt
･:

村

尊

貴

鷺
.

は
稜
簡

に
の
べ

じ
て
格
式

の
玉

弁

形
が
朝
鮮

の
民

る
や
う
に
'
我

此
屋
根
は
多

い
｡

に
は
こ
の
形

の

一
種
の
嶋
色
め
右
葉
鷺
を
形
虞
し
て
ゐ
る
'
附
鯖
第

九
は

■一

舛
山
中
鳥
の
こ
の
桝
E
書

は
'
三
石
峠
を
分
水
界
u
し
て
,.1

ji } 九 算

Zr
に
入
る
U
す

tt
で
人
や
よ
に
幾
-
.
]三
石
肝
鑑
は
丁
健

の
漁
舟
地
虞
で
'
定
義
U
中
JE
と
の
人
文
の
蓮
ひ
を
し
め

i.

量

義

J
F
覆



地

球

四

囲
松
山
附

逆
に

も多
-

こ
の

四

阿
重

昂
が
あ
わ
/二

兇
凶
へ

噂

-

しヾ

又
二

項

四
阿
異

厨
が
ふ
へ

る

,

即

ち
埼

玉
順
に二

は
細
岡

が
甚
だ
多
-

民
家
間

葉

第
!
鱗

に
よ
れ

ば
､
北

足
立
郡
､
比
企

郡
.
入
間

郡
の
民

家
は
儲
四

附
で
附
間
箆
十

は

比
企

郡
高
坂

村の
通

過
氏

の
宅

-
凹
阿

第
五
笹

崎
riq.
帽
比
企
耶
高

坂

渡
迅
忠

三
郎

正

‥
宅

策

六

蛇

で
七
問

に

三間
竿
.

椀
は

鹿茸

で

十

輔
が
あ

-'屋
上
中
央

に
義
の
桜

樹

朝

出
F:J

切
妻
が
打

っ
て

ゐ
る

p
北

足

立
郡
の
小
数
谷
の

河
原
域
戊
の
.

宅
も

同
様
四

阿
で
p
棟

上
中
央

に

梯
個
…
M
L

が
あ

る
が
二

川
白

い
こ

ヾ

｣
に棟

上
に
草

が
生
じ
て
あ

る
,

lf

栗
田

六
二

東
海
撃

で
神
奈
川
豚
礎
ケ

谷
に
出

るW
.
汽
車
か
ら
こ
の
E草

の
生
し

て

あ
る
四
阿
切
株
が

見
え
'
閲
西

の

人
に
は
資

ら
し
-

'

ハ
,
ア

こ

れ
は
来
観
の
屋
根
だ
･/)
脱
は

し
め

a
.
蓋
し
革
を
生
す
こヾ

,
は
或
は

閲

兼
山
夙
か
も

し
れ
犯
が
･
阿
阿

な

る
も

り
は
東

園
に
限
っ
た
も
の

で
な
-
升
披
南
桑
同

郡
千

代
川
村

附
近
に
は
往

々
に
し
て
こ
れ

に
類

す
る

充

棟
の
四
阿

の

尾
魂
が

あ
-

近
江
閥
を
閥

西
藤
で
墳

生
川
ま
で

ゅ
く

写

品

四
阿

に
近
い
入
母

屋

が
目
に

つ
き

､
そ
れ
か

ら

北

方

蒲

錐

郡

日
野
'
西
大
路
r

帯
,

=
野



川

∽
上
流
に
行
-
ミ

ニ
い
E
阿
J品
H阿
㌣
ら
奨
化
し
た
入
時
尾
が
村
落
合
冊
を
支
配
し
て
ゐ
る
｡

抑
も
凶
即
は
支
那
か
ら
天
+%
断
に
輸
入
さ
れ
て
殿
堂
の
姫
集
に
川
ひ
ら
れ
'
中
安
朝

S鮎
殿
に
も
用
ひ
ら
れ
た
も

の

で
あ
る
か
ら
'
そ
の
以
綾
に
於
て
我

閥
S

比
問
に
難
め
て
こ
S
形
が
呪
ほ

れ
た
･,)は
噺
･皆J‥
し
か
ね
る
け
jT
･,J
も

来
観

の
四
阿
',)
い
ひ
'
捕
生
郡
日
野

附
近

∽
四
阿
ご
い
ひ
'
古
い
仲
代

に

∫郎
化
し
た
高
魔
人
又
は
汀
醗
人

の
炭

化
地
･,JM
心
は
れ
る
桝
に
こ

の形
が
=

こ
つ
て
お
る
J,)
い
ふ
こ
J,

)
は
此
,り
際

等
飼
ll石
S
lL
能
は
ぬ
鮎
で
あ
る
ご

恩
ふ
｡

折
目
本
紀
か…火砲
二
年
五
月

(丙
紀
七

Fll一 十 第

Li.qfT1.J触
苅
小
郡
=
野
り
四
郎

一
六
)
に

乎

卯

以
..顧
河
甲
斐
相
模
上
紙

下
地
常
陣
ド
野
七
開
高
魔
人
千

七
..山
九
十
九
人
】撃

.干
武
東
国
】

畢

二高
度
郡
】潟
t

.,)
あ
っ
て
高
魔
郡
は
明
治
廿
九
年

以
後
入
間
郡
に
絹
入
さ
れ
た
が
埼

玉
蝶
の
両
部

7
柵
に
高
殿
<
.S
子

孫
が
分
布
し
近
-
は
滞
生
郡
の
方

面
も
同
様
に
鹿
別
の
地
で
El
本
紀

天
智
天
皇
八
年
(西
紀
六
六
九
)
ド

以
こ
作
中
怜
臼
信
'
作
中
鬼
i東
銀
期
等
'
胡
女
七
甘
伶
人
fPq.居
二
近
江
的
蒲
生
郡
一

ご
一の
ろ
O
瓜
斯

S
鵜
は
･税
に
相
称
小
野
に
あ
る
が
'
捕
集
郡
の
北
S
紳
崎
郡
も
亦
天
智
天
糸
四
年
の
伐
に
役
か
準

り

提

桜

杓
硯

緊
猷

六三



地

球

第
五
食

滞
六醜

男

六

六
四

百
姓
男
女
四
百
傭
人
を
近
江
随
所
崎
郡
に
屑
-
A,J
あ
る
所
で
p
除
程
盲
-
か
ら
こ
S
.蹄
化
入
り
層
化
地
で
あ
る
､
勿
論

移
住
己
前
の
民
も
あ
-
.
後
性
S
壁
選
も
あ
つ
た
で
あ
ら
-
が
こ
り
近
江
囲
湖
東

の丘
陵
地
が
p
こ
れ
ら
大
陸
の
民

に
開
拓
さ
れ
た
こ

｣ヾ
は
疑
ふ
べ
か
ら
す
で
あ
る
か
ら
､
自
ら
こ
の
四
阿
の
民
家
が
埼
玉
癌
.fJ
同
じ
や
-
に
今
日
に
残

っ
て
江
州

のr他
の.方
面
S
民
家
/̂)
基
旭
を
英
に
し
て
ゐ
る
で
は
嵩
か
ら
-
か
,̂)
恩
ふ
｡

高
橋
配
向
博
士

S
遺
物
ユ
-
見
た
る
上
古
の
家
屋
に
徒

へ
は
上
野
多
野
郡
卒
井
村
白
石
下
郷
か
ら
出
土
し
先
着
壇

の

他
職
に
既
に
四
阿
畳
屋
の
形
が
あ
る
｡
多
野
郡

しヾ
い
へ
ば
寿
胡
碑
に
有
名
な
新
藤
入
移
住
の
地
で
あ

る
･
又
播
磨
幽

飾
磨
郡
水
上
射
白
隣

か
ら
も
四
阿
霊
屋
の
埴
輪
が
出
て
ゐ
る
'
風
土
記
に
よ
れ
ば
自
閉
は
新
羅
訓
で
新
羅
よ
-
渡
米

さ
れ
た
新
膿
訓
翻
融
S
盛

座
地
で
あ
る
'
し
て
見
る
-

,
山
地
朝
製
作
の
時
代
を
恨
-
に
天
草
エ
-
も
飴
程
古
い
仲

代
に
あ
っ
た
ご
し
て
も
､
其
常
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